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NOSAI あいちや農業
共済新聞に載りたい！
という農家さんの情報
もお待ちしてます！

（株）いちご屋いしかわの
石川良雄さんが栽培している
「いちご」の品種は？

発
行
：
愛
知
県
農
業
共
済
組
合

〒
460-0002 名

古
屋
市
中
区
丸
の
内
二
丁
目
１
番
11号

  T
EL（
052）204 -2411  FA

X（
052）204 -0539 　

https://w
w
w
.nosai-aichi.jp/

特集
●新年あいさつ  　P.02

●第1回臨時総代会  　P.03
●収入保険 加入者の声 　P.04
●各事業からのお知らせ  P.06

表紙写真：（株）いちご屋いしかわ
石川良雄さん（写真前列左から2番目）とスタッフの皆様（P.04）



0203

 第 1 回 

臨
時
総
代
会
を
開
催

　
令
和
2
年
度
第
1
回
臨
時
総
代
会
を
12
月
1
日（
火
）、愛
知
県
農
業

共
済
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
南
知
多
町
の
大
岩
徳
夫
総
代
が
選
任
さ
れ
、
議
事
を
執
り

行
い
ま
し
た
。定
款
、職
員
給
与
規
則
の一部
改
正
、役
員
の
補
欠
選
任
及

び
損
害
評
価
会
委
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て
の
４
議
案
と
附
帯
決
議
は
、

慎
重
な
審
議
を
経
て
、全
て
原
案
ど
お
り
可
決
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

提出された議案

第１号議案

第２号議案

第３号議案

第４号議案

附帯決議

組合長理事  平野 和実

新型コロナウィルス感染拡大防止対策のため少人数にて臨時総代会を開催しました。

議長  大岩 徳夫 総代

定款の一部改正について

職員給与規則の一部改正について

役員の補欠選任について

損害評価会委員の補欠選任について

旧
年
中
は
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
経
済
活
動
の
縮
小
・
自
粛
も
長
引

き
、農
業
に
お
い
て
も
、多
く
の
品
目
で
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。台
風
の
上
陸

は
な
く
、
風
水
害
の
被
害
は
殆
ど
な
か
っ

た
も
の
の
、水
稲
に
つ
い
て
は
、９
月
の
中

旬
か
ら
県
内
全
域
に
お
い
て
、
ト
ビ
イ
ロ

ウ
ン
カ
が
大
発
生
し
、
半
損
又
は
全
損
の

筆
も
多
く
、甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
損
害
評
価
員

を
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
に
は
、
共
済
金

の
早
期
支
払
い
に
向
け
て
、
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、昨
年
豊
川
市
で
は
、収
入
保
険
の

加
入
者
に
対
し
て
保
険
料
等
の
助
成
を
行

う
こ
と
が
議
会
で
決
定
し
、
今
後
の
加
入

推
進
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、Ｊ
Ａ
ひ

ま
わ
り
、
東
三
温
室
園
芸
農
協
と
も
協
定

書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も

県
内
の
市
町
村
へ
こ
の
様
な
事
例
を
行
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
働
き
か
け
、
拡
大
し

て
い
け
る
よ
う
に
尽
力
し
ま
す
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
す
る
中
、
私
た
ち
農
業
共
済
団
体
が
果

た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。

美
し
い
国
土
を
守
り
、
国
民
の
食
糧
自

給
を
高
め
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
も
、
私
た
ち
は
、
農
家
の

立
場
に
立
っ
た
団
体
と
し
て
、
皆
様
と
一

体
と
な
っ
て
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。引
き
続
き
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
実
り
豊
か
な
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謹
賀新

年

組
合
長
理
事

副
組
合
長
理
事

副
組
合
長
理
事

専
務
理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

代
表
監
事

監
事

監
事

平
野 

和
実

天
野 

𠮷
伸

堀
部 

泉
一

近
藤 

正
貴

山
口 

義
博

𠮷
田

　明

山
本 

和
孝

齋
藤 

種
治

石
川 

尚
人

原

　重
信

小
清
水 

尚
司

北
折 

尚
之

粂

　昭

村
田 

範
雄

組合長理事

平野 和実

令
和
２
年
度

農
業
共
済
功
績
者

第
１
号
表
彰（
３
名
）　
共
済
連
絡
員
、損
害
評
価
員
、損

害
評
価
会
委
員
、家
畜
診
療
所
運
営
委
員
、農
業
共
済
事

業
運
営
協
議
会
委
員
又
は
嘱
託
・
指
定
獣
医
師
等
と
し

て
農
業
共
済
事
業
の
適
正
な
運
営
と
進
展
に
協
力
し
、

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
。

田
村 

哲
也 【  

半
田  

】 指
定
獣
医
師

千
田 

直
之 【
西
三
河
】 指
定
獣
医
師

河
合 

　
哲 【
東
三
河
】 共
済
連
絡
員・損
害
評
価
員

令
和
２
年
度

農
業
経
営
収
入
保
険
事
業

表
彰

全
国
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
に
よ
る
、農
業
経
営
収

入
保
険
事
業
の
普
及
及
び
加
入
拡
大
等
に
貢
献
し
た
組

合
役
職
員
、加
入
者
、関
係
団
体
等
に
対
す
る
表
彰
。

杉
原 

芳
幸 

【
東
三
河
】 愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合 

理
事

第
３
号
表
彰（
１
名
）　
職
員
と
し
て
の
勤
続
年
数
が
、表

彰
実
施
年
度
の
前
20
年
以
上
に
わ
た
る
者
で
あ
っ
て
、顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
者
。

田
邉
　  

浩 （
愛
知
県
農
業
共
済
組
合 

参
事
）

新年
挨拶
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　2008年からいちごの栽培を始め、今
年で13年目になる。約120ａのハウスで
章姫を栽培。2019年10月に、（株）いち
ご屋いしかわを設立した。

想
定
外
の
リ
ス
ク
へ
対
応

令
和
元
年
度
契
約
は
３
０
3
件
の
経
営
体
が
加
入
し
、

１
７
２
件
に  

約
９
億
８
千
万
円
を
支
払
い
ま
し
た
！

令
和
３
年
度
契
約
よ
り
、加
入
初
年
度
の
み

野
菜
価
格
安
定
制
度
と
同
時
利
用
で
き
ま
す
！

　「
家
族
や
従
業
員
に
、楽
し
く
、喜
ん
で

働
い
て
も
ら
い
た
い
。そ
の
た
め
に
、収
益

を
高
め
、経
営
を
安
定
さ
せ
る
選
択
肢
の

ひ
と
つ
と
し
て
収
入
保
険
へ
の
加
入
を
決

め
た
。」と
、石
川
さ
ん
は
語
る
。

　
石
川
さ
ん
は
、生
涯
現
役
で
働
き
た
い

と
の
思
い
で
、17
年
間
勤
め
た
自
動
車
の

輸
入
会
社
を
退
職
し
、2
0
0
8
年
に
就

農
し
た
。　

　
2
0
1
9
年
に
法
人
化
し
、栽
培
面
積

の
拡
大
と
収
益
の
増
加
に
取
り
組
ん
で
き

た
。家
族
４
人
と
従
業
員
20
人
で
、年
間
約

70
㌧
を
出
荷
す
る
。

　「
個
人
経
営
の
時
よ
り
も
、経
営
の
安
定

に
注
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。美
味
し
く

て
新
鮮
な
作
物
を
出
荷
す
る
こ
と
は
勿

論
で
、収
益
を
伸
ば
し
、従
業
員
に
還
元
し

た
い
。」と
石
川
さ
ん
は
話
す
。

　「
愛
知
県
は
自
然
災
害
が
少
な
い
印
象

が
あ
る
が
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
農
業
経
営
に
大
き
く
影
響
を
受
け

た
と
い
う
声
も
聞
く
。コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
て
し
ま
う
と
、作
物
の
出
荷
停

　
野
菜
価
格
安
定
制
度
に
は
災
害
等
に
よ
る
収
量
減
少
を

補
て
ん
す
る
機
能
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、令
和
３
年
１

月
か
ら
当
分
の
間
、初
め
て
収
入
保
険
に
加
入
す
る
方
は
、

加
入
初
年
度
１
年
間
に
限
り
、野
菜
価
格
安
定
制
度
と
の

同
時
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
を
補
正
し
て

加
入
で
き
る「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
」が

で
き
ま
し
た
！

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、令
和
２

年
の
収
入
が
減
少
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、翌
年
の
基
準
収

入（
過
去
５
年
間
の
平
均
が
基
本
）に
影
響
し
な
い
特
例
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
す
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
で
も
、今

後
の
被
害
に
し
っ
か
り
と
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
契
約
の
事
故
の
原
因
で
多
く
を
占

め
た
も
の
は
、販
売
価
格
の
低
下
で
し
た
。野
菜
の

価
格
が
大
き
く
下
落
し
、収
入
の
減
少
に
つ
な

が
っ
た
加
入
者
様
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
他
の
事
故
の
原
因
と
し
て
は
、

　
●
出
荷
販
売
先
の
都
合
に
よ
る
出
荷
の
停
止

　
●
栽
培
施
設
の
不
具
合
に
よ
る
収
入
の
減
少

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

止
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、収
入
減
少

の
補
填
が
あ
る
と
安
心
し
て
経
営
で
き

る
。」と
言
う
。

　「
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
な
経
営
に
取
り

組
み
、ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
加
工
品

の
出
荷
に
も
挑
戦
し
た
い
。」と
話
し
て
く

れ
た
。
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500
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西尾市 ＪＡ西三河

いちご部会（会員数76名）
　部会長　石川 良雄さん（61歳）

　
収
入
保
険
制
度
が
始
ま
っ
た
年
で
あ
る
、令
和
元
年
契
約

の
結
果
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、ご
報
告
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
契
約
は
３
０
3
件
が
収
入
保
険
に
ご
加
入
い

た
だ
き
、そ
の
う
ち
１
7
2
件
に
約
９
億
８
千
万
円
の
保
険
金

等
を
お
支
払
い
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
及
び
令
和
３
年
度
の
加

入
に
つ
い
て
は
、現
在
取
り
ま
と
め
中

で
す
が
、令
和
２
年
度
は
約
５
６
０
件
、

令
和
３
年
度
は
約
１
，１
０
０
件
の
加

入
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

開
始
初
年
度
か
ら

充
実
し
た
補
償
で
す
！

令和元年度契約　収入保険実績

契約年度ごとの加入者数のおよその推移

保険金等支払実績※

※令和2年12月3日現在

※
適
用
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。

令和元年 令和2年 令和3年

その他
10件

※1品目ごとに1件として集計

怪我や病気
17件
病虫害
18件

加入者数

つなぎ融資支払実績

172件

303件

65件

982,914,919円

310,600,000円

加入者
急増中！

価格低下
326件

気象災害
37件

令和元年度契約の事故の原因
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
に
備
え
て
、

収
入
保
険
に
加
入
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

収入
保険

加入前まで
野菜価格安定制度
に加入

加入１年目
野菜価格安定制度
と収入保険に同時
に加入

加入２年目
どちらか選択して
加入

過去5年の収入

昨年の
収入がコロナ
で激減！

過去５年の収入
（特例適用後）

コロナ特例で
補償限度に
影響なし

品種「章姫（あきひめ）」
美しい紡錘形が特徴
で、酸味が少なく爽や
かな甘さがある。



　2008年からいちごの栽培を始め、今
年で13年目になる。約120ａのハウスで
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０
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２
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９
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に
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加入前まで
野菜価格安定制度
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過去5年の収入

昨年の
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で激減！
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影響なし

品種「章姫（あきひめ）」
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○共済金額が１０万円の場合の組合員等負担金
     （掛金開始が令和３年３月３１日までの加入。危険段階「０」の場合）

乳用牛（子牛無し） 29,444 29,444 2,500 31,944

乳用牛（子牛有り） 29,430 29,430 2,500 31,930

肉用牛（子牛無し）   6,721  6,722 2,500  9,222

肉用牛（子牛有り） 17,423 17,423 2,500 19,923

組合員等負担金

※危険段階によって額が変わります。ぜひ試算をお申込みください！

国庫負担額 共済掛金
（Ａ）

事務費賦課金
（Ｂ）

実質負担額
（Ａ）+（Ｂ）

0607

【 
農
作
物
共
済
・
果
樹
共
済 

】

【 

家
畜
共
済 

】

水
稲
共
済
へ
の
ご
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
！

【 

園
芸
施
設
共
済 

】

制
度
改
正
に
よ
り
補
償
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
！

　
令
和
２
年
産
水
稲
で
は
全
国
各
地
で
ウ
ン
カ
に
よ
る

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
水
稲
共
済
へ
の
ご
加
入
を
お

す
す
め
し
ま
す
。納
税
申
告
を
青
色
申
告
で
お
こ
な
っ

て
い
る
方
は
収
入
保
険
が
お
す
す
め
で
す
。

疾
病
傷
害
共
済
へ
の
ご
加
入
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
！

　
疾
病
傷
害
共
済
は
共
済
期
間
中
の
共
済
金
額
を
限

度
額
ま
で
の
幅
で
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
年
間
で
１０
万
円
分
の
診
療
し
か
な
い
と
い
う
場

合
で
も
、限
度
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
必
要
な
分
の
み
の

加
入
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、用
途
に
よ
っ
て
家
畜
区
分
が
異
な
る
た
め
、乳

用
牛
と
肉
用
牛
そ
れ
ぞ
れ
で
の
加
入
が
で
き
、子
牛
を

対
象
と
す
る
か
ど
う
か
の
選
択
も
で
き
ま
す
。

　
酪
農
家
さ
ん
の
場
合
、乳
用
牛
は
１
０
０
万
円
、肉
用

牛
は
１０
万
円
と
いっ
た
入
り
方
も
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
検

討
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、危
険
段
階
が「
０
」の
場
合
の
掛
金
等
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。

水
稲
共
済
一筆
方
式
並
び
に

果
樹
共
済
特
定
危
険
方
式
及
び

樹
園
地
方
式
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
一
筆
方
式
以
外
の
各
方
式
に
一
筆
半
損
特
約
を
任

意
で
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
特
約
は
、
耕
地
一
筆
の
収
穫
量
が
50
％
以
上
の

減
収
と
な
っ
た
場
合
耕
地
ご
と
に
共
済
金
を
お
支
払

い
す
る
特
約
で
す
。是
非
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
産
引
受
の
た
め

加
入
申
込
書
の
配
布
が
始
ま
り
ま
す
。

水
稲
共
済
に

一
筆
半
損
特
約
を

付
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
園
芸
施
設
共
済
が
令
和
２
年
９
月
か
ら
制
度
改
正
に
よ
り
、補
償
内
容
が
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。　

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

【 

任
意
共
済 

】

「
保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
」が

９
月
よ
り
新
設
さ
れ
ま
し
た

　
農
作
物
共
済
・
果
樹
共
済
・
畑
作
物
共
済

の
加
入
者
で
、加
入
農
産
物
を
対
象
に
、農

産
物
の
収
穫
後
、倉
庫
等
・
集
荷
施
設
又
は

出
荷
先
へ
の
輸
送
中
及
び
倉
庫
等
の
保
管
中

に
生
じ
た
偶
然
な
事
故
に
よ
る
損
害
を
補

償
し
ま
す
。

実質負担額に対して乳用牛で約３倍、肉
用牛（子牛無し）で約10倍、肉用牛（子牛
有り）で約５倍の補償額になるんだよ！

①付保割合の引上特約
付保割合８割を選択している加入者について、さらに手厚い補償を
希望する場合、１割または２割の補償を上乗せできます。

②復旧費用特約の補償の引上げ
耐用年数を超えた施設では共済価額（再建築価額）の７５％が上
限でしたが、１００％に引き上げられました。また、自力で復旧した場
合に材料費などの請求書等の額に加え、復旧面積（㎡）当たり１００
円の労務費相当額を加算してお支払いします。

③小損害不填補の１万円コース特約の追加
小さな損害でも補償できるよう、小損害不填補のメニューに１万円
コースが追加されました。

主な改正点

※①～③の特約の掛金については、全額加入者負担となります

ウンカにより
全面枯れました

近年頻発する大型台風や局地的集中

豪雨、冬の大型低気圧通過に伴う被

害が多発しています。施設は園芸施設

共済、内作物は収入保険に加入して万

が一の災害に備えましょう。　　　　

　　　　　

　
令
和
３
年
産
の
引
受
ま
で
で「
水
稲
共
済
一
筆
方

式
」及
び「
果
樹
共
済
半
相
殺
特
定
危
険
方
式
」「
果

樹
共
済
樹
園
地
方
式
」が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
方
式
で
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、他
の
方

式
へ
の
移
行
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

他
の
方
式
の
例
と
し
ま
し
て
、

　 

水
稲
共
済
　
・
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

　
　
　
　
　
　・
半
相
殺
方
式

　
　
　
　
　
　・
全
相
殺
方
式

　 

果
樹
共
済
　
・
半
相
殺
減
収
総
合
一
般
方
式

　
　
　
　
　
　・
半
相
殺
減
収
総
合
短
縮
方
式

が
あ
り
ま
す
。



○共済金額が１０万円の場合の組合員等負担金
     （掛金開始が令和３年３月３１日までの加入。危険段階「０」の場合）

乳用牛（子牛無し） 29,444 29,444 2,500 31,944

乳用牛（子牛有り） 29,430 29,430 2,500 31,930

肉用牛（子牛無し）   6,721  6,722 2,500  9,222

肉用牛（子牛有り） 17,423 17,423 2,500 19,923

組合員等負担金

※危険段階によって額が変わります。ぜひ試算をお申込みください！
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（Ａ）
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（Ｂ）

実質負担額
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２
年
産
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全
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各
地
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ウ
ン
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大
き
な
被
害
が
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生
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ま
し
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。
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小さな損害でも補償できるよう、小損害不填補のメニューに１万円
コースが追加されました。
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豪雨、冬の大型低気圧通過に伴う被
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https://www.nosai-aichi.jp/
愛知県農業共済組合ホームページはこちら→

連 絡 先

本所 〒460-0002  名古屋市中区丸の内二丁目１番11号 TEL（052）204-2411 FAX（052）204-0539

西三河支所 〒446-0023  安城市上条町経根19-1 TEL（0566）77-3220 FAX（0566）77-3223

東三河支所 〒441-3415  田原市神戸町大坪9 TEL（0531）24-1789 FAX（0531）22-7500

　豊川出張所 〒442-0811  豊川市馬場町宮脇165番地 TEL（0533）84-7300 FAX（0533）84-7301

家畜診療所 〒442-0811  豊川市馬場町宮脇165番地 TEL（0533）84-6544 FAX（0533）84-6548

　西三河分室 〒444-0816  岡崎市羽根町大池91番地1 TEL（0564）53-8811 FAX（0564）53-8812

尾張支所 〒460-0002  名古屋市中区丸の内二丁目１番１１号 （愛知県農業共済会館５階） TEL（052）204-2412 FAX（052）228-0244

　海部津島出張所 TEL（0567）66-1711 FAX（0567）65-1201〒498-0007  弥富市鎌倉町95 （海部土地改良区会館２階）

　半田出張所 TEL（0569）25-4451 FAX（0569）25-4452〒475-0817  半田市東洋町三丁目60

前回の答え：神馬

Q

記入例を参考にご応募ください。応募いただいた個
人情報は、当選者の抽選以外には使用いたしません。

令和３年２月１２日（金）当日消印有効
※当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

応募方法

締　切

記入例

63円
切手

1. 答え

2. 住所
　〒000-0000
　□□県□□市□□区
　□□0-0-0
3. 氏名：愛知 県子
4. 年齢：35 歳  
5 . TEL：000-0000-0000
6. ご意見・ご感想
 □□□□□□□□□

おもて う ら

名古屋市中区
丸の内２-1-11
NOSAI あいちクイズ係

4 6 0 0 0 0 2 □□

クイズに答えて図書カード
1000円分をプレゼント！

55

NOSAI あいちや農業
共済新聞に載りたい！
という農家さんの情報
もお待ちしてます！

（株）いちご屋いしかわの
石川良雄さんが栽培している
「いちご」の品種は？

発
行
：
愛
知
県
農
業
共
済
組
合

〒
460-0002 名

古
屋
市
中
区
丸
の
内
二
丁
目
１
番
11号

  T
EL（
052）204 -2411  FA

X（
052）204 -0539 　

https://w
w
w
.nosai-aichi.jp/

特集
●新年あいさつ  　P.02

●第1回臨時総代会  　P.03
●収入保険 加入者の声 　P.04
●各事業からのお知らせ  P.06

表紙写真：（株）いちご屋いしかわ
石川良雄さん（写真前列左から2番目）とスタッフの皆様（P.04）




